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一  伝統と創造を重んじ、英知を集め、活力あるまちづくりにつとめましょう。

有田市市民憲章

一　ともに学び、文化を高め、うるおいのあるまちづくりをめざしましょう。

一　自然を愛し、人を大切にするこころ豊かな市民になりましょう。

一　心身をきたえ、健やかで生きがいのある生活をきずきましょう。

一　家庭や地域の環境をととのえ、未来にはばたくたくましい青少年を育てましょう。

私たちは、美しくめぐみ豊かな自然にはぐくまれ、歴史と伝統に輝くふ
るさと有田市をかぎりなく愛し、真実を求め平和を願い、未来に向け
て生々発展する希望のまちづくりを期し、ここにこの憲章を定めます。
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北緯　３４度５分

東経１３５度８分

３６．８３ｋ㎡

２６，７１３人 ※外国人を含む

男１２，７１５人

女１３，９９８人

（令和３年１２月３１日現在）

１１，７３４世帯

■管内の人口及び世帯数 （令和３年１２月３１日現在）

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

世 帯 数

　有田市は、和歌山県の北西部、県庁の所在地である和歌山市から南へ約２５キ

ロのところ、有田川の河口近くに位置し、海、山、川の自然に恵まれたところで

す。

　霊峰高野山を源として紀伊水道に注ぐ有田川は、当地方の母なる川であり、歴

史、文化など、互いに深いかかわりを保ちながら発展してきた流域の市・町が有

田地方として広域圏を形成し、本市はその中核をなしています。

　気候は瀬戸内海気候区、南海気候区との接続地帯に当たり、紀伊水道に面して

いることから温暖で、積雪はまれです。

　主産業は、みかん、魚、その他地場産業の蚊取り線香や作業用手袋の製造など

です。昭和２９年９月、箕島町、保田村、糸我村、宮原村の１町３村が合併し、

有田町となり、その後、昭和３１年５月に市制を施行し、有田市になりました。

また、昭和３７年８月には隣接の初島町と合併し、今日に至っています。

初島地区

女 計 世帯数

1,397 世帯1,244

2,3272,152

　有 田 市 に つ い て …

人 口

面 積

位 置

宮原地区

男

港　地区

箕島地区

1,153

1,690

2,718

3,884保田地区

1,029

1,545

2,414

3,508

宮崎地区

1,060 世帯

1,493 世帯

2,376 世帯

3,045 世帯

1,856 世帯

660 世帯1,604

11,734 世帯計 12,715

829775糸我地区

1,292

13,998 26,713

2,689

2,182

3,235

5,132

7,392

4,479
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箕島町に消防組が公認される。

警防団令の公布により箕島町、保田村、宮原村、糸我村、椒

村の消防組はすべて「警防団」と改組し、消防活動だけでな

く防空訓練などにも出動する。

昭和２２年　５月 消防団令の公布により「消防団」と改まる。その後、同年１

２月消防組織法、昭和２３年７月消防法の公布により運営管

理はすべて市町村に移り「自治体消防」の発足となる。

昭和２９年　９月 箕島町、保田村、宮原村、糸我村の４ヶ町村合併により「有

田町消防団」となる。

昭和３１年　５月 市制施行に伴い、名称が「有田市消防団」となる。

 (消防団員定数　４２０名）

昭和３６年　３月 有田市消防団が日本消防協会長から竿頭綬を授与される。

昭和３７年　８月 初島町の合併に伴い初島町消防団を統合する。

（消防団員定数　４６０名）

昭和３８年　４月 消防組織法改正により常備消防設置の政令指定される。

昭和３９年１０月 常備消防準備室を設置する。

昭和４０年  ３月 常備消防として箕島２９番地に、「有田市消防本部」「有田

消防署」を開設する。

消防職員１８名、消防ポンプ自動車２台、指令車１台。

            ４月 消防団の近代化をめざし分団の整理統合（字単位の分団を初

島、港、箕島、宮崎、保田、宮原、糸我の７分団とし、４６

０名の団員を２６０名にすると共に新たに水防活動のみを任

務とした「水防員」２００名を置く）を行い、機動力強化を

目指し１分団１機動（ポンプ自動車１台）１小型（小型動力

ポンプ付積載車１台）及び分団器具庫の整備をもりこんだ消

防団第１次機構改革を行う。

昭和４０年  ６月 常備消防発足より日々増大する救急要請にこたえ、救急業務

暫定措置要領を制定、指令車（ジープ車）を使用し、活動を

始める。

昭和４１年　９月 日本消防協会から救急自動車の配車を受け、本格的な救急業

務を開始する。

昭和４２年　２月 有田市消防団が日本消防協会長から表彰旗を授与される。

　有 田 市 消 防 の あ ゆ み

明治３０年　８月

昭和１４年  ４月
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昭和４３年　４月 日本損害保険協会から消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）１台

寄贈され、消防団保田分団に配備する。

昭和４４年　２月 消防ポンプ自動車（ＢＳ－Ⅰ型）１台整備、消防団宮原分団

に配備する。

         　 ３月 有田市消防団が和歌山県知事から竿頭綬を授与される。

          １０月 消防団第２次機構改革を行う。

（消防団員が２００名となる。）

      　  １１月 消防ポンプ自動車（ＢＳ－Ⅱ型２台、ＢＳ－Ⅰ型１台）３台

整備、消防団港、箕島、宮崎各分団に配備する。

昭和４５年　３月 有田市消防本部､有田市消防団が消防庁長官から竿頭綬を授与

される。

            ４月 消防職員の定数を改正し２１名とする。

　　　　    ８月 消防団保田分団詰所を新築する。

（鉄筋２階延べ６８㎡）

昭和４６年　６月 古江見３７番地に消防庁舎を新築し、移転する。

（鉄筋２階延べ５４６㎡）

        　１２月 消防ポンプ自動車（ＢＳ－Ⅰ型）１台整備、消防団糸我分団

に配備する。

昭和４８年　２月 消防団糸我分団詰所を新築する。

（鉄筋２階延べ５９㎡）

    　      ６月 消防団宮崎分団器具庫を新築する。

（鉄骨平家建２０㎡）

            ７月 消防職員の定数を改正し２５名とする。

昭和４９年　３月 消防職員の定数を改正し消防吏員２７名、一般職員１名計２

８名とする。

          １１月 消防団港分団詰所を新築する。

（鉄筋２階延べ７０㎡）

        　１２月 消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅱ型）１台整備、消防団初島分団

に配備する。

昭和５０年　３月 消防団保田分団器具庫を新築する。

（鉄骨平家建２１㎡）

          　５月 元消防関係者が会員となり、防火思想を普及し消防の発展に

寄与することを目的とした「有田市消防友の会」が発足する。
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昭和５１年　６月            ６月消防団宮崎分団詰所を新築する。（鉄筋２階延べ８３㎡）

石油コンビナート等災害防止法が施行され、本市工業専用地

域とこれに面した海岸線の一部が和歌山北部臨海南部地区と

して特別防災区域の指定を受ける。これに基づき化学消防力

の大巾な増強計画（高所放水車、大型化学車、泡原液搬送車

の石油コンビナート３点セット整備計画）を樹立する。

            ８月 第６回和歌山県消防ポンプ操法大会（小型ポンプの部）で消

防団保田分団が優勝する。

          １０月 和歌山県代表として第５回全国消防ポンプ操法大会に出場す

る。

昭和５２年　３月 消防団箕島分団詰所を新築する。

（鉄筋２階延べ９３㎡）

　　　　　　４月 消防職員の定数を改正し、消防吏員４１名、一般職員１名計

４２名とする。

昭和５３年　３月 有田市消防本部、有田市消防団が消防庁長官から表彰旗を授

与される。

大型高所放水車（３０ｍ級はしご 3,150 L /分）を整備、有

田市に配備する。

　　　　　  ６月 第７回県下消防救助技術大会（水上の部人命救助）に出場し

優勝する。

            ７月 和歌山県代表として、第７回東近畿支部消防救助技術大会に

出場し優勝する。

            ８月 東近畿支部代表として第７回全国消防救助技術大会に出場し

準優勝する。

昭和５４年　２月 大型化学消防車(3,550 L /分)と泡原液搬送車(4,000 L)

を整備、有田市に配備する。

昭和５５年　３月 消防庁舎を３階に増築し、７３７㎡とする。

消防団糸我分団詰所を増築し、９１㎡とする。

            ６月 港町８３９番地に有田消防署化学基地を新築し、業務を開始

する｡（鉄骨２階４８２㎡）

消防職員１０人、三点セット１セット、消防ポンプ自動車１

台、指令車１台。

            ７月 消防団保田分団詰所を増築し、９５㎡とする。

昭和５６年１２月 消防団１分団２機動配備の増強計画を策定する。
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昭和５７年　３月 和歌山県事業として有田消防署化学基地に泡原液貯蔵タンク

３５ＫＬを設置する。

消防団宮原分団詰所を新築する。

（鉄骨２階延べ１４４㎡）

　　　　　　５月 救急医療情報システムを導入する。

昭和５８年　３月 消防通信指令室を設置（鉄筋平家建１２㎡）

一斉指令装置の整備を行い運用開始する。

消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）３台整備、消防団宮崎、保

田、宮原各分団に配備する。

　　　　　１０月 保田地区に婦人防火クラブが結成される。

　　　　　１２月 初島地区に婦人防火クラブが結成される。

消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）４台整備、消防団初島、

港、箕島、糸我各分団に配備し、２機動計画を完了する。

昭和５９年　３月 化学消防ポンプ自動車（Ⅰ型）を整備、有田消防署に配備す

る。

昭和６０年　２月 消防団箕島分団器具庫を新築する。

（鉄骨平家建２１㎡）

            ３月 防災広報車（２７人乗り）を整備、有田消防署化学基地に配

備する。

            ９月 ぶっとく幼稚園に幼年消防クラブが結成される。

          １１月 初島幼稚園に幼年消防クラブが結成される。

昭和６１年　３月 有田消防署化学基地に車庫を新築する。

（鉄骨平家建１０４㎡）

　        １０月 消防法の改正により救助隊の編成が必要となる。

          １２月 消防職員の定数を改正し、消防吏員４３名、一般職員１名計

４４名とする。

昭和６２年　２月 救急自動車（２Ｂ型）を整備、有田消防署に配備する。

　　　　　　９月 救助隊の編成に伴い、職員１名を消防大学校（救助科）に派

遣する。

箕島、糸我地区に婦人防火クラブが結成される。

          １０月 港、宮崎地区に婦人防火クラブが結成される。
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昭和６２年１２月 有田消防署化学基地に救助隊（兼務）を編成する。

消防団糸我分団器具庫を新築する。

（鉄骨平家建２１㎡）

昭和６３年　１月 救助工作車（Ⅱ型）を整備、有田消防署化学基地に配備する。

            ３月 有田市消防友の会が自治体消防４０周年記念大会において日

本消防協会長から特別表彰を授与される。

和歌山県農協共済から救急自動車（２Ｂ型）１台寄贈され、

有田消防署化学基地に配備する。

　　　　　　７月 宮原地区に婦人防火クラブが結成される。

（市全地区に婦人防火クラブが結成された。）

　　　　　１０月 日本損害保険協会から消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）１台

寄贈され、有田消防署に配備する。

　　　　　１１月 可搬式小型動力ポンプ付積載車（軽四輪）を整備、有田消防

署に配備する。

平成　元年  ６月 聴覚障害者の緊急通報にも対応出来るファクシミリを設置す

る。

　　　　　　９月 東燃株式会社より消防連絡車（スバル ドミンゴ）１台寄贈

され、有田消防署化学基地に配備する。

平成　２年  ２月 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台整備、消防団保田分団

に配備する。

広報車（トヨタ マークⅡ）１台を整備、有田消防署に配備

する。

　　　　　　４月 有田消防署化学基地の名称を有田消防署化学基地出張所に改

める。

有田消防署化学基地出張所に潜水隊（兼務）を編成する。

　　　　　  １０月 第１４回婦人防火全国大会において、日本防火協会から有田

市婦人防火クラブ連絡協議会に防火広報車（トヨタ ハイエ

ース）１台寄贈され、有田消防署に配備する。

平成　３年　２月 有田市消防団が日本消防協会から特別表彰「まとい」を授

与される。

            ３月 南海信用金庫から防火広報車（トヨタ スプリンター)１台寄

贈され、有田消防署に配備する。

有田消防署化学基地出張所に事務所（鉄骨２階建５８㎡）を
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増築し５４０㎡とする。

　　　　　　６月 水難救助用ＦＲＰ製組立ボート(５人乗り)船外機(１５馬力)

付を整備、有田消防署化学基地出張所に配備する。

　　　　　１１月 市内全保育所（初島・港町・箕島・宮崎町・古江見・保田・

糸我・宮原の８保育所）に幼年消防クラブが結成される。

　　　　　１２月 消防職員の定数を改正し、消防吏員４６名、一般職員１名、

計４７名とする。

平成　４年　１月 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台整備、消防団宮原分団

に配備する。

            ３月 消防職員の定数を改正し、消防吏員４８名、一般職員１名、

計４９名とする。

            ６月 第２１回県下消防救助技術会（陸上の部はしご登はん）に出

場し、優勝する。

　　　　　　７月 和歌山県代表として、第２１回消防救助技術東近畿地区指導

会に出場し、優勝する。

　　　　　　８月 東近畿地区代表として、第２１回全国消防救助技術大会に出

場し、上位入賞する。

第１４回和歌山県消防ポンプ操法大会が当市で開催され、ポ

ンプ車の部で消防団糸我分団が優勝する。

            ９月 資材搬送車（２．９ｔクレーン付）を整備、有田消防署化学

基地出張所に配備する。

          １０月 消防団保田分団器具庫を新築する。

（鉄骨平屋建２１㎡）

          １２月 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台及び救急自動車（２Ｂ

型３０００ccＡＴ）１台を整備、有田消防署に配備する。

平成　５年　２月 有田市消防団が日本消防協会長から竿頭綬を授与される。

            ８月 日本消防協会から指令広報車（日産 ＡＤバン）１台寄贈さ

れ、有田消防署化学基地出張所に配備する。

　　　　　１０月 軽四広報車（ダイハツ アトレー）１台を整備、有田消防署に

配備する。

有田消防署化学基地出張所の敷地を整備する。

　　　　　１２月 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台整備、消防団宮崎分団

に配備する。
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平成　６年  ３月 財団法人日本損害保険協会から高規格救急車（トヨタ）１台

寄贈され、有田消防署に配備する。

            ４月 救急救命士（１名）合格する。

            ６月 高規格救急自動車の運用を開始する。

            ９月 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台整備、消防団港分団に

配備する。

          １２月 消防用携帯無線機(１Ｗ)２２基整備、消防団に配備する。

平成　７年　１月 職員１名を消防大学校（警防科）に派遣する。

            ３月 消防署の名称を有田市消防署に変更する。

　　　　　　４月 消防職員の定数を改正し、消防吏員５１名とする。

消防本部機構改革により、総務課、予防課を設ける。

 救急救命士（１名）合格する。

            ９月 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台整備、消防団箕島分団

に配備する。

  職員１名を消防大学校（予防科）に派遣する。

          １０月 消防本部発足３０周年を記念し、消防フェスティバルを有田

川左岸河川敷広場で開催する。

          １２月 可搬式小型動力ポンプ７台を整備、消防団全分団に配備する。

平成　８年  ４月 救急救命士（１名）合格する。

　　　　　１０月 救急業務高度化の運用を開始する。

可搬式小型動力ポンプ積載車（軽四輪）３台整備、消防団箕

島、宮原、糸我分団に配備する。

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台整備、有田市消防署化

学基地出張所に配備する。

          １２月 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台整備、消防団糸我分団

に配備する。

平成　９年  ４月 救急救命士（１名）合格する。

　　　　　１０月 可搬式小型動力ポンプ付積載車（軽四輪）４台整備、消防団

初島、港、宮崎、保田分団に配備する。

消防フェスティバルを有田川右岸河川敷広場で開催する。

阪神淡路大震災に係る緊急消防援助隊を神戸市に派遣する。
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　　　　　１２月 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台整備、消防団初島分団

に配備する。

消防団港分団器具庫を新築する。

（鉄骨平屋建２１㎡）

平成１０年　８月 (財)日本消防協会より軽可搬式消防ポンプ付軽四積載車１台

寄贈され、有田市消防署化学基地出張所に配備する。

　　　　　１２月 消防緊急通信指令装置更新に伴い指令室を改築する。

平成１１年　３月 耐震性貯水槽(飲料水兼用６０ｔ)１基を箕島中学校庭内に設

置する。

　　　　　　４月 消防緊急通信指令装置(Ｉ型)を更新し運用を開始する。

　　　　　　８月 (財)日本消防協会より可搬式小型動力ポンプ付積載車(普通

車)１台寄贈され、有田市消防署化学基地出張所に配備する。

　　　　　１０月 消防フェスティバルを有田川右岸河川敷広場で開催する。

          有田市婦人消防隊が第１４回全国婦人消防操法大会(横浜市)

に出場する。

平成１２年　１月 土木部から水防員組織の事務移管を受ける。

            ４月 救急救命士（１名）合格する。

　　　　　　５月 全国消防長会危険物委員会を開催する。

　　　　　１０月 消防フェスティバルを有田川右岸河川敷広場で開催する。

平成１３年　２月 高規格救急車を整備、有田市消防署に配備する。

            ３月 耐震性貯水槽( 飲料水兼用６０ｔ )１基を宮原小学校庭内に

設置する。

　　　　　　８月 水防員制度廃止に伴い、消防団員定数２００名を２５０名と

する。

　　　　　１０月 消防フェスティバルを有田川右岸河川敷広場で開催する。

平成１４年　１月 大型化学消防車と泡原液搬送車（4,000Ｌ）を更新整備

有田市消防署化学基地出張所に配備する。

            ４月 職員１名を和歌山県防災航空隊に派遣する。

職員１名を消防大学校（救助科）に派遣する。

　　　　　１０月 消防フェスティバルを有田市民会館及びその周辺で開催

する。
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平成１５年　３月 化学消防ポンプ自動車（Ⅰ型）を更新整備、有田市消防署に

配備する。

有田市消防団が和歌山県知事から表彰旗を授与される。

　　　　　　４月 消防本部組織「予防課」を「警防課」に改める。

      救急救命士（１名）合格する。

　　　　　　７月 消防フェスティバルを有田川右岸河川敷広場で開催する。

（水害５０周年有田市総合防災訓練に併せて開催）

平成１６年　１月 救助工作車（Ⅱ型）を更新整備、有田市消防署化学基地出張

所に配備する。

　　　　　　２月 消防団宮崎分団器具庫を新築する。

（鉄骨平屋建２１㎡）

　　　　　　３月 有田市消防団が消防庁長官から消防団地域活動表彰を授与さ

れる。

　　　　　　 有田市消防団が(財)和歌山県消防協会長から表彰旗を授与さ

れる。

　　　　　　４月 救急救命士（１名）合格する。

　　　　　１０月 消防フェスティバルを有田川右岸河川敷広場で開催する。

（交通安全フェアと同日開催）

平成１７年　２月 指令車（トヨタ サーフ）を整備、有田市消防署に配備する。

            ４月 職員１名を和歌山県防災航空隊に派遣する。

救急救命士（１名）合格する。

　　　　　１０月 消防フェスティバルを有田川右岸河川敷広場で開催する。

宮原水防倉庫を新築する。

（鉄骨平屋建２５㎡）

平成１８年　２月 軽バン広報車（三菱 ミニキャブ）を更新整備、有田市消防署

に配備する。

防火号（トヨタ ノア）を更新整備、有田市消防署に配備す

る。

　　　　　　４月 救急救命士（１名）合格する。
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　　　　　　８月 職員１名を消防大学校（予防科）に派遣する。

　　　　　１０月 消防フェスティバルを有田川右岸河川敷広場で開催する。

平成１９年　２月 消防署高規格救急車を更新整備、有田市消防署に配備する。

          　４月 救急救命士（２名）合格する。

　　　　　１０月 消防フェスティバルを有田川右岸河川敷広場で開催する。

　　　　　１２月 消防用携帯無線機（５Ｗ）１１基整備、消防団に配備する。

平成２０年　３月 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）更新整備、有田市消防署に

配備する。

可搬式小型動力ポンプ付積載車（軽四輪）更新整備、有田市

消防署に配備する。

　　　　　　４月 救急救命士（１名）合格する。

平成２１年　２月 有田市消防団が日本消防協会長から竿頭綬を授与される。

救急救命士（１名）合格する。

　　　　　１０月 消防フェスティバルを有田川右岸河川敷広場で開催する。

平成２２年　３月 軽四広報車（日産 モコ）更新整備、有田市消防署に配備する。

平成２３年　２月 広報車（日産 キャラバン）更新整備、有田市消防署化学基地

出張所に配備する。

東日本大震災に係る緊急消防援助隊を宮城県に派遣する。

救急救命士（１名）合格する。

紀伊半島大水害に係る緊急消防援助隊を新宮市に派遣する。

消防フェスティバルを箕島中学校グラウンドで開催する。

平成２４年　２月 軽四トラック（三菱 ミニキャブ）更新整備、有田市消防署化

学基地出張所に配備する。

　　　　　　 有田市消防団が日本消防協会長から表彰旗を授与される。

　　　　　　３月 消防署高規格救急車を更新整備、有田市消防署に配備する。

　　　　　　７月 新消防庁舎建築工事を着工する。

　　　　　　８月 第２４回和歌山県消防ポンプ操法大会（小型ポンプの部）で

消防団宮原分団が優勝する。

　　　　　１０月 消防フェスティバルを有田川右岸河川敷広場で開催する。

宮原分団が和歌山県代表として第２３回全国消防ポンプ操法

大会に出場する。

　　　　　　３月

　　　　　　４月

　　　　　　４月

　　　　　　９月

　　　　　１０月
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平成２５年　４月 救急救命士（１名）合格する。

　　　　　　 有田市消防団が和歌山県知事から竿頭綬を授与される。

　　　　　　６月 職員１名を消防大学校（警防科）に派遣する。

平成２６年　３月 消防庁舎新築に伴い、消防緊急通信指令装置を更新する。

　　　　　　４月 箕島４７番地に消防庁舎を新築し、移転する。

（鉄筋コンクリート５階建延べ３０４６㎡）

消防職員の定数を改正し、消防吏員４８名とする。

職員１名を和歌山県防災航空隊に派遣する。

職員１名を和歌山県消防救急デジタル無線整備推進協議会に

派遣する。

　　　　　　８月 第２５回和歌山県消防ポンプ操法大会（ポンプ車の部）で

消防団初島分団が優勝する。

　　　　　１０月 消防フェスティバルを箕島中学校グラウンドで開催する。

　　　　　１１月 初島分団が和歌山県代表として第２４回全国消防ポンプ操法

大会に出場する。

平成２７年　３月 小型動力ポンプ付多機能型積載車を７台整備、消防団全分団

に配備する。

　 有田市消防団が和歌山県知事から竿頭綬を授与される。

　 １０月 消防フェスティバルを箕島中学校グラウンドで開催する。

平成２８年１０月 消防フェスティバルを箕島中学校グラウンドで開催する。

平成２９年　２月 消防署高規格救急車を更新整備、有田市消防署に配備する。

　　　　　　４月 救急救命士（１名）合格する。

職員１名を和歌山県防災航空隊に派遣する。

平成３０年　２月 可搬式小型動力ポンプ付積載車（軽四輪）４台更新整備、消

防団　初島、港、宮崎、保田分団に配備する。

大型高所放水車（２５ｍ級はしご 3,000 L ／分）を更新整

備、有田市消防署に配備する。

西日本豪雨災害に係る緊急消防援助隊を広島県に派遣する。

１０月 消防フェスティバルを箕島中学校グラウンドで開催する。

３月

７月
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平成３１年　１月 公益財団法人日本消防協会から消防団に消防団防災学習車・

災害活動車両（トヨタ ハイエース）１台寄贈され、有田市消

防署に配備する。

　　　　　　２月 可搬式小型動力ポンプ付積載車（軽四輪）３台更新整備、消

防団　箕島、糸我、宮原分団に配備する。

可搬式小型動力ポンプ１台（原液搬送車積載）を更新整備する。

令和元年　　８月 消防用携帯無線機（５Ｗ）２０基整備、消防団に配備する。

　　　　　１０月 消防フェスティバルを箕島中学校グラウンドで開催する。

令和２年　　１月 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）更新整備、糸我分団に配備

する。

　　　　　　２月 資材搬送車を更新整備、有田市消防署に配備する。

　　　　　　３月 有田市消防団が和歌山県知事から竿頭綬を授与される。

救急救命士（１名）合格する。

　　　　　　４月 職員１名を和歌山県防災航空隊に派遣する。

　　　　　　６月 職員１名を消防大学校（危険物科）に派遣する。

　 コミュニティー助成事業を活用し、Ｄ-１級軽可搬消防ポンプ

を配備する。

令和３年　　９月
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消防本部（署）の組織

歴代消防長

消防本部の事務分掌

消防班及び係の事務分掌

消防庁舎等の状況

階級別、年齢別消防吏員数

市予算と消防費

職員の特殊技能等資格取得状況

消防友の会・婦人防火クラブ・幼年消防クラブ

１． 14

２． 15

３． 16～17

４． 18

５． 19

６． 20

９． 22

７． 20

８． 21



１．消防本部（署）の組織

◇　有田市消防本部

企 画 係

総 務 課

庶 務 係

市 長 消 防 長 次 長
警 防 係

警 防 課 予 防 係

通信指令係

◇　有田市消防署

消防１係消防第１班長副署長

救急１係

通信指令１係

署　長 副署長 消防第２班長

消防第２副班長

消防第１副班長

通信指令２係

消防２係

救急２係

消防第３班長

消防第３副班長 救急３係

副署長

通信指令３係

消防３係
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２．歴代消防長

歴　代 氏　　　名 在　　　職　　　期　　　間 備　考

　初代 大 浦 静 致 Ｓ４０ .　３ .３０～ ４３ .　７ .３１

　２代 楠 本    茂 ４３ .　８ .　１～ ４３ .１１ .２１

　３代 大 浦 静 致 ４３ .１１ .２２～ ４４ .　３ .３１

　４代 楠 本    茂 ４４ .　４ .　１～ ４４ .　６ .　８

　５代 大 浦 静 致 ４４ .　６ .　９～ ４４ .　６ .２３ 民生部長兼務

　６代 西 中 由 三 ４４ .　６ .２４～ ４９ .　９ .２７

　７代 柏 木 義 憲 ４９ .　９ .２８～ ５１ .　１ .１１

　８代 石 井 良 雄 ５１ .　１ .１２～ ５３ .　３ .３１

　９代 瀧 川 隆 夫 ５３ .　４ .　１～ ５６ .　１ .１１

１０代 豆 塚 信 ニ ５６ .　１ .１２～ ５８ .　５ .３１

１１代 江 川 利 彦 ５８ .　６ .　１～Ｈ　２ .　３ .３１

１２代 上 田 久 男 Ｈ　２ .　４ .　１～ 　４ .　３ .３１

１３代 泉 本 茂 信 　４ .　４ .　１～ 　６ .　３ .３１

１４代 冨 長 保 雄 　６ .　４ .　１～ １０ .　４ .３０

１５代 山 野  　宏 １０ .　５ .　１～ １３ .　１ .３１

１６代 宇 治 利 夫 １３ .　２ .　１～ １７ .　３ .３１

１７代 江 川 俊 三 １７ .　４ .　１～ ２０ .　３ .３１

１８代 谷 口 敏 章 ２０ .　４ .　１～ ２１ .　３ .３１

１９代 小 畑  　清 ２１ .　４ .　１～ ２２ .　３ .３１

２０代 山 田 哲 也 ２２ .　４ .　１～ ２４ .   ３ .３１

２１代 橋 本 訓 祐 ２４ .　４ .　１～ ２６ .　３ .３１

２２代 古 川 友 次 ２６ .　４ .　１～ ２７ .　３ .３１

２３代 山 本  　崇 ２７ .　４ .　１～ ３１ .　３ .３１

２４代 田 邉 隆 義 ３１ .　４ .　１～Ｒ　２ .

２５代 嶋 田 富 司 Ｒ　２ . ４ . １ ～

　３ .３１
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消防の総合的企画に関すること。

諸規定の制定改廃に関すること。

儀式及び渉外に関すること。

消防統計及び消防広報に関すること。

外郭団体に関すること。

消防団に関すること。

消防職団員等の表彰に関すること。

有田市消防団表彰審査委員会に関すること。

水防活動に関すること。

公印の管守及び文書取扱いに関すること。

人事に関すること。

予算及び決算に関すること。

福利厚生に関すること。

給与に関すること。

物品の購入、出納、修繕及び保管に関すること。

研修及び教養に関すること。

消防組織及び職制に関すること。

職員の公務災害に関すること。

職員の定数及び配置に関すること。

職員の任免、分限、懲戒、服務その他勤務条件に関すること。

職員の健康管理及び福利厚生に関すること。

消防職員委員会に関すること。

消防庁舎の整備及び保全に関すること。    通信指令係
その他、他課の所管に属さないこと。

消防計画に関すること｡      

水火災の警戒防ぎょ及び警防対策に関すること。

消防訓練に関すること。

消防地水利の開発及び保全に関すること。

消防機械器具の開発整備に関すること。

　通信指令係

（ ２ ）

（ ３ ）

（ ４ ）

（ ５ ）

３．消防本部の事務分掌

警防課
警防係
（ １ ）

総務課

企画係

予防係

（ ７ ）

（ ８ ）

（ ９ ）

（ １ ）

（ ２ ）

（ ３ ）

（ ４ ）

（ ５ ）

（ ６ ）

庶務係
（ １ ）

（ ２ ）

（ ３ ）

（ ４ ）

（ ５ ）

（ ６ ）

（１３）

（１４）

（１５）

（ ７ ）

（ ８ ）

（ ９ ）

（１０）

（１１）

（１２）
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消防関係機関との協定等に関すること。

救急救助対策に関すること。

救急機械器具の開発整備に関すること。

医療機関との協定連絡に関すること。

その他、警防・救急・救助業務に関すること。

火災予防の対策及び広報に関すること。

立入検査及び防火指導に関すること。

建築物の確認、許可及び認可の同意に関すること。

消防用設備等の着工及び設置に関すること。

消防用設備等の検査に関すること。

火災の原因及び損害の調査に関すること。

防火管理に関すること。

住宅防火に関すること。

婦人防火クラブに関すること。

幼年消防クラブに関すること。

危険物製造所等の許認可に関すること。

危険物製造所等の完成検査等各種検査に関すること。

危険物製造所等の立入検査及び防火指導に関すること。

危険物取扱者の育成指導に関すること。

危険物製造所等の火災の原因及び損害の調査に関すること。

石油コンビナート等災害防止法（昭和５０年法律第８4号）

の規制に関すること。

液化石油ガス、高圧ガス及び火薬類に関すること。

その他、予防業務及び危険物の規制に関すること。

   通信指令係各種出動指令に関すること。

災害情報の収集及び伝達に関すること。

消防通信の運用に関すること。

指令室の整備及び保全に関すること。

気象観測に関すること。

その他通信及び指令業務に関すること。

（ ６ ）

（ １ ）

（１４）

（１８）

（ ７ ）

（ ８ ）

（ ９ ）

（ ２ ）

（１７）

（１３）

（ ２ ）

（ ３ ）

（ ４ ）

（ ５ ）

　通信指令係

（ ８ ）

（１５）

（１６）

（ ６ ）

（ ３ ）

（ ４ ）

（ ５ ）

（１０）

予防係
（ １ ）

（１１）

（１２）

（ ６ ）

（ ７ ）

（ ９ ）

（１０）
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消防第１班、消防第２班、消防第３班

水火災又は地震等災害の警戒防ぎょに関すること。

火災の原因及び損害の調査に関すること。

通信業務に関すること。

その他、消防業務に関すること。

消防１係、消防２係、消防３係

警防計画及び警防対策に関すること。

消防訓練及び指導に関すること。

消防地水利の点検及び保全に関すること。

消防機械器具の点検及び保全に関すること。

救助業務に関すること。

救助訓練に関すること。

火災の予防及び広報に関すること。

立入検査及び防火指導に関すること。

予防関係の諸届に関すること。

その他、消防業務に関すること。

救急１係、救急２係、救急３係

救急業務に関すること。

救急訓練及び指導に関すること。

救急機械器具の点検及び保全に関すること。

その他、救急業務に関すること。

通信指令１係、通信指令２係、通信指令３係

各種出動指令に関すること。

災害情報の収集及び伝達に関すること。

指令室の整備及び保全に関すること。

気象観測に関すること。

その他、通信指令業務に関すること。

（ １ ）

（ ２ ）

（ ３ ）

（ ５ ）

（ ９ ）

（ １ ）

（ ２ ）

（ ３ ）

（ ４ ）

４．消防班及び係の事務分掌

（ １ ）

（ ２ ）

（ ３ ）

（１０）

（ ７ ）

（ ８ ）

（ ４ ）

（ ６ ）

（ ４ ）

（ １ ）

（ ２ ）

（ ３ ）

（ ４ ）

（ ５ ）
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 有田市消防署

所　在　地

有田市箕島４７番地

構　造・規　模 延 面 積

３０４６㎡

名　　　称

 有田市消防本部

 　　５階建

５．消防庁舎等の状況

 鉄筋コンクリート
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　（当初予算）　　（単位；千円）　　（過去５年間）

477 ２．５Ｒ３ 19,656,000 499,504 461,663 36,064 1,300

426,634 50,63312,768,000

166

平　均　年　令

650 ３．８

5     

59   34   

３１ 13,542,000 513,662 458,582 52,363 2,067

３．８164

７．市予算と消防費

    予算

費の比率
 年度

５６才　～　６０才 1     5     

計 1     8     

消　防
団　費

42   

消防費

内　　　　　　　　訳

水防費

23   

市一般会

(％)

56   

11   6     47   

市一般会計

予　算　額

常　備
消防費

消　防
施設費

46   28   

16   

6     

計費消防

　    8     8     

５１才　～　５５才 3     4     

４１才　～　４５才 1     

４６才　～　５０才

1     　    

7     

9     8     1     

5     2     ３６才　～　４０才 3     

1     

３１才　～　３５才

２１才　～　２５才

２６才　～　３０才

１８才　～　２０才

副士長司令長 司　令 司令補

7     2     

1     1     

3     3     

4     

消　防消　防 消　防 消　防 消　防階級　

(令和３年12月31日現在)

計
士士　長　　年令

６．階級別、年齢別消防吏員数
消　防

12,797,000 593,683 536,279 55,436

2,036３０ 479,467

1,802 ４．６

164 ２．８Ｒ２ 16,805,000 471,489 434,271 35,754 1,300

２９

0

2

4

6

8

10人数

年齢

年齢分布 R3.12.31現在
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８．職員の特殊技能等資格取得状況
 (令和3年12月31日現在)

2  1  1  

44 

13 

11 

47 

6  

2  7  19 4  

5  

　種　別

1  

　 

士

2  

5  

大 型 自 動 車

6  

5  

11 

　　　　　　　　　階　級

1  8  

消防 消防

司令長 士長司令

ガス溶接技能講習修了者

8  

1  

中 型 自 動 車 1  

副士長

救助専科教育修了者

玉掛技能講習修了者

特 殊 無 線 技 士

危険物取扱者

第
１
種
運
転
免
許

2  乙 種

1  8  

計
消防

司令補

消防 消防

11 

消防

16 

中 級

スキューバ

ダイビング

はしご自動車教育修了者

小型船舶操縦士(２級)

足場の組立等作業主任者

2  

1  

8  16 

甲 種

初 級

普 通 自 動 車

牽          引

16 

33 

5  救急隊員資格者 (標準課程)

救急救命士資格者

3  

1  2  

1  

1  

1  

8  

6  

46 

15 

8  

6  7  

4  

6  16 

16 

7  

8  

11 5  

5  

1  16 

21 

1  

7  

1  

4  

2  

4  

6  

　 

12 

33 

3  15 

1  

5  

8  14 10 

予防技術検定

第１種酸素欠乏危険作業主任者

小型移動式ｸﾚｰﾝ運転技能特例講習修了者

潜　　 　水　　 　士

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者

1  4  

3  

　 1  

9  

10 13 

2  

11 5  3  44 

8  2  

46 5  

7  

13 

3  

28 

ドローン操縦技能 1  2  
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Ｓ６２．　９．２８

Ｓ６２．１０．１９

Ｓ６２．１０．　２

(令和3年12月31日現在)

名

合　　　　　　　　計 331 名

Ｓ６０．　９．１５

〃

Ｈ　３．１１．　１

Ｈ２４．　４．　１

Ｓ６０．１１．１２

名

〃糸我保育所幼年消防クラブ

宮原保育所幼年消防クラブ

21 名

71

名

〃

保田保育所幼年消防クラブ

古江見保育所幼年消防クラブ 28 名

〃65

73

26 名

140 名

38 名

(３)　幼年消防クラブ

宮崎町保育所幼年消防クラブ

9

有田市婦人防火クラブ 宮崎支部

名　　　　　　　　　称

そとはま保育所幼年消防クラブ

初島幼稚園幼年消防クラブ

ぶっとく幼稚園ぶっとく子供会 名

Ｓ６３．　７．　２

クラブ員数 結　成　年　月　日

名　　　　　　　　　称 クラブ員数 結　成　年　月　日

有田市婦人防火クラブ 箕島支部

有田市婦人防火クラブ 糸我支部

有田市婦人防火クラブ 宮原支部

合　　　　　　　　計

30

９．消防友の会・婦人防火クラブ・幼年消防クラブ

名　　　　　　　　　称 会　員　数

33 名

(令和3年12月31日現在)

(令和3年12月31日現在)

有田市婦人防火クラブ 港　支部

20 名

名

27 名

結　成　年　月　日

名19

Ｓ６２．　９．２６

有 田 市 消 防 友 の 会

有田市婦人防火クラブ 保田支部

Ｓ５０．　５．３１

24 Ｓ５８．１０．２３

備　考
そとはま保育所　H24.4.1から初島保育所・港町保育所が統合

箕島保育所　R3.4.1閉所

(１)　消防友の会

名

(２)　婦人防火クラブ

20

名
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消防団の組織

歴代消防団長

各分団等の人員

消防団員の階級と人員

消防団員在職年数

年齢別・階級別消防団員数

施設、車両等

消防操法大会

消防団の出動状況

年間活動行事

７． 25～27

１０． 30

８． 28～29

９． 30

６． 24

３． 23

４． 23

１． 23

２． 23

５． 24



２４．　４．　６ ～

歴　代

初　代

２　代

３　代

７　代

８　代

大　森　茂　樹

９　代

3

副分団長

7

分団長

7

副団長

計

248

250定員

実員

32 32 41 45

桑　原　清　喜 Ｈ

１．消防団の組織

(令和3年12月31日現在)

初島分団

港　分団

箕島分団

宮崎分団

保田分団

糸我分団

宮原分団

団本部

7

分　団

宮　崎 保　田箕　島

４．消防団員の階級と人員

団　長

4 40 28

団　員班　長部　長

(令和3年12月31日現在)

4

計

団　長

３．各分団等の人員

副 団 長

５　代

久　田　秀　雄

６　代

栗　山　雪　夫

嶋　田　浩　平 Ｓ６３．　７．１７

糸　我

分　団

宮　原

分　団

39 32 28

分　団

28

41

1

西　川　利　治

氏　　　　名

２．歴代消防団長

団本部
初　島 港

分　団 分　団 分　団

23

Ｓ

４　代 ～

石　井　　　久 Ｓ４２．　５．１５

200

４２．　５．１４

梅　本　兼太郎

退 職 年 月 日

～

28 31 45

Ｓ３１．　７．１６

田　中　秀　一 Ｓ４０．　２．　１

248

就 任 年 月 日

３１．　５．　１

Ｓ３１．　７．１７ ～ Ｓ３３．　６．　４

Ｓ

Ｓ

～ Ｓ４０．　１．３１Ｓ３３．　６．　５

～ Ｓ５４．　５．１８

Ｓ６２．１１．　９Ｓ５４．　５．１９ ～

６３．　７．１６

～ Ｈ２４．　４．　５

Ｓ６２．１１．１０ ～
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在職年数

消防団員

５年未満

38

１５年以上
２０年未満

27

２０年以上
２５年未満

２５年以上
３０年未満

３０年以上 合　計

５年以上
１０年未満

44

１０年以上
１５年未満

35

45 27 32 248

６．年齢別・階級別消防団員数
年齢　階級 団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計
～２０ 0

２１～２５ 3 3
２６～３０ 4 4
３１～３５ 14 14

5
３６～４０

51

2 21 23
４１～４５

43

40 45
４６～５０ 2 1 6
５１～５５ 2
５６～６０ 1 3 2
６１～ 3 4 3 4

５．消防団員在職年数

7 7 23 200合　計 1

4 16 26

3 7
13 30

248
3

60
3 38

0

10

20

30

40

50

60

～２０ ２１～２５ ２６～３０ ３１～３５ ３６～４０ ４１～４５ ４６～５０ ５１～５５ ５６～６０ ６１～

0
3 4

14

23

45

60

43

26
30

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

～4 5～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30～

38

44

35

27

45

27

32
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７．施設、車両等

（１）建　物

初島分団詰所

名　　　称

初島町里1679番地の1

構　　　　　　　造所　　在　　地
建物面積
（延 ㎡）

216

港　分団器具庫 港町75番地の1

箕島分団詰所

港　分団詰所 港町854番地

鉄筋コンクリート２階建

鉄骨平家建

70

21

宮崎分団詰所 宮崎町2381番地

箕島分団器具庫 新堂772番地

宮崎分団器具庫 宮崎町2382番地の4

宮原分団器具庫 宮原町須谷288番地先

糸我分団詰所 糸我町中番332番地の3

保田分団詰所 辻堂581番地

保田分団器具庫 下中島249番地

宮原分団詰所 宮原町滝川原513番地の1

糸我分団器具庫 糸我町中番163番地

（２）消 防 車 両 

鉄骨平家建

1

          所 属

 種 別

 ポンプ自動車

計

711 1 1 1 1

144

1

1 1

鉄骨平家建

鉄筋コンクリート及び鉄骨２階建

71 1 1

91

21

鉄骨平家建

鉄筋コンクリート及び鉄骨２階建

鉄骨平家建

鉄骨２階建

21

95

21

23

鉄筋コンクリート２階建

鉄筋コンクリート２階建

鉄骨平家建

箕島817番地の3

鉄筋コンクリート２階建

93

21

83

小型動力ポンプ
付

多機能型積載車
1

小型動力ポンプ
付

軽四積載車

1 1 1

1 1

1 1 7

初
島
分
団

港
分
団

箕
島
分
団

宮
崎
分
団

保
田
分
団

宮
原
分
団

糸
我
分
団

- 25 -



（ ３ ）消防団無線　（簡易業務用無線電話装置）

1

軽四積載車 1

小型動力ポンプ付
多機能型積載車

ポンプ車　ＣＤ－１ 1

軽四積載車 1

小型動力ポンプ付
多機能型積載車

1

1

基地局
（据置型無線機）

移動局

（据置型無線機）

ポンプ車　ＣＤ－１ 1

軽四積載車 1

小型動力ポンプ付
多機能型積載車

1

港   分団器具庫

箕島分団
箕島分団詰所

1

軽四積載車 1

小型動力ポンプ付
多機能型積載車

1初島分団

箕島分団器具庫

宮崎分団
宮崎分団詰所

宮崎分団器具庫

軽四積載車 1

ポンプ車　ＣＤ－１ 1

小型動力ポンプ付
多機能型積載車

1

保田分団詰所

保田分団器具庫

糸我分団
糸我分団詰所

糸我分団器具庫

宮原分団
宮原分団詰所

宮原分団器具庫

軽四積載車

保田分団

ポンプ車　ＣＤ－１

1

ポンプ車　ＣＤ－１ 1

1

小型動力ポンプ付
多機能型積載車

種別 個数設置場所

初島分団詰所

ポンプ車　ＣＤ－１ 1

港　 分団
港　分団詰所

軽四積載車 1

1

有田市消防団　箕島分団詰所 1

小型動力ポンプ付
多機能型積載車

1

有田市消防団　糸我分団詰所 1

有田市消防団　宮原分団詰所 1

ポンプ車　ＣＤ－１

（令和3年12月31日現在）

有田市消防団　宮崎分団詰所 1

有田市消防団　保田分団詰所 1

有田市消防団　港   分団詰所

有田市消防署　通信指令室 1

有田市消防団　初島分団詰所 1
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有田市消防団　本部 5

有田市消防団　初島分団 6

有田市消防本部 16

7

有田市消防団　糸我分団 6

有田市消防団　宮原分団 7

有田市消防団　港　 分団 6

移動局
有田市消防団　箕島分団 6

（携帯型無線機）
有田市消防団　宮崎分団 6

有田市消防団　保田分団
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  27回 平成30年 8月 4日 和歌山県消防学校 宮　原 保　田

平成28年 7月31日 和歌山市せせらぎ運動公園 箕　島 宮　崎

８．消防操法大会

初　島

港

場　　　所

昭和51年10月17日

年　月　日

  25回 平成26年 7月27日 田辺市立大塔中学校 初　島 糸　我

  24回 平成24年 8月 5日 紀の川市打田総合スポーツ公園 港

平成26年11月 8日初島分団 ポンプ車操法の部 東京臨海広域防災公園

宮　原

宮　崎

  21回 平成18年 7月30日 御坊総合運動公園多目的ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

  22回 平成20年 7月27日 耐久高等学校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

箕　島

東京消防庁消防学校第５回

ポンプ車の部

第24回

小型ポンプの部

和歌山県消防操法大会 　　　　（過去27回の記録）

出　場　分　団

保田分団

第23回 平成24年10月 7日宮原分団

全国消防操法大会

種　　　目

小型ポンプ操法の部

開　催　場　所回 数 年　月　日

　5回

　6回

川辺町若もの広場

有田郡金屋町若もの広場

小型ポンプ操法の部

出場分団

　7回

第1回 昭和44年11月16日

　2回

　3回

昭和45年 8月25日

昭和46年 5月30日

　4回

　14回

　15回

　8回

　9回

　10回

　11回

　17回

  18回

昭和47年 8月20日

昭和49年 8月25日

昭和51年 8月22日

昭和53年 8月27日

昭和55年 8月10日

昭和57年 8月22日

　12回

　13回

昭和59年 9月 2日

平成 8年 7月28日

平成10年 7月26日

平成12年 7月30日

昭和61年 8月 3日

昭和63年 8月 7日

平成 2年 8月 5日

平成 4年 8月 2日

平成 6年 7月31日

海草郡野上町総合運動場

那賀郡貴志川町長山団地

白浜町坂田会館

和歌山市木材センター広場

新宮市緑ヶ丘中ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

橋本市紀ノ川ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 保　田 保　田

南部町南部中学校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

有田市箕島中学校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

海南市県立海南高校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

県立那賀高等学校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

田辺市明洋中ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

和歌山市水揚跡運動場

那智勝浦町枦浦ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

高野町高野山中学校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

選　抜 選　抜

選　抜 選　抜

選　抜 選　抜

糸　我 港

宮　崎 初　島

箕　島 宮　崎

宮　原 保　田

初　島 糸　我

箕　島 宮　崎

保　田 箕　島

港 宮　原

  26回

宮　崎 初　島

保　田 箕　島

宮　原 保　田

糸　我 港

　16回

上富田スポーツセンター

保　田

和歌山市せせらぎ運動公園

箕　島

宮　原
和歌山市砂の丸広場

　20回

平成14年 7月28日

糸　我

港

新宮商業高等学校

平成16年 8月 1日
平成16年 7月25日 橋本市南馬場緑地広場

東京臨海広域防災公園

  23回 平成22年 7月25日 紀美野町スポーツ公園 保　田

宮　崎  19回

宮　原

初　島 糸　我
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第２７回大会     保田分団 第３位入賞 （小型ポンプ操法の部）

第２４回大会     宮原分団 優　　勝 （小型ポンプ操法の部）

第２３回大会     保田分団 第３位入賞 （ポンプ車操法の部　）

第２位入賞

第２５回大会     初島分団 優　　勝 （ポンプ車操法の部　）

第２３回大会     箕島分団 第２位入賞 （　　　　〃　　　　）

第２２回大会     初島分団 第３位入賞 （小型ポンプ操法の部）

第２２回大会     宮崎分団 （ポンプ車操法の部　）

第　５回大会     宮崎分団 第２位入賞

（　　　　〃　　　　）

（小型ポンプ操法の部）

第　６回大会     保田分団 優　　勝

第２１回大会     港　分団 第３位入賞 （　　　　〃　　　　）

（　　　　〃　　　　）

第　６回大会     宮原分団 第２位入賞 （ポンプ車操法の部　）

第　７回大会     糸我分団 第３位入賞

第　９回大会     箕島分団 （小型ポンプ操法の部）

第１０回大会     宮原分団 第２位入賞 （　　　　〃　　　　）

（　　　　〃　　　　）

（ポンプ車操法の部　）

第２位入賞

第２位入賞

第２０回大会     宮原分団 第２位入賞 （　　　　〃　　　　）

（　　　　〃　　　　）

（　　　　〃　　　　）

第１６回大会     保田分団

第１３回大会     宮原分団 第３位入賞

（　　　　〃　　　　）

第１８回大会     初島分団 第２位入賞 （　　　　〃　　　　）

和歌山県消防操法大会　入賞結果

第２０回大会     保田分団 第３位入賞

第１４回大会     糸我分団 優　　勝

第１０回大会     港　分団 第２位入賞

第２位入賞

（小型ポンプ操法の部）

第１７回大会     港　分団
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街頭防火啓発（１０日・１１日）

１０月 消防団普通救命講習（３１日）・消防団基礎教育（２４日）

１１月

１２月 年末警戒（２８日～３１日）

油圧切断機及びチェーンソー取扱訓練

７月 有田市水防訓練（１１日）・消防団普通救命講習（４日）

消防水利点検・機関員研修会

２月

３月

１０．年間活動行事

 １月 出初式（１１日）

239 1124 出動延人数 48 25 195

21

1631

 出 動 回 数

合　計

3 4 112 1

９月 消防水利点検・消防団普通救命講習（５日）

９．消防団の出動状況
（令和3年1月1日～令和3年12月31日）

火　災
風水害等
の災害

訓　練 年末警戒 そ の 他
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通信系統図

消防無線局状況

消防車両等

消防水利の現況

消防用資器材の現況

１． 31

２． 32

５． 36～37

３． 33

４． 34～35



 
（災害現場）

有田警察署

専用回線

救命指示医療機関

携帯電話

携帯119
駆　け　付　け

署活無線
　警防隊

ENEOS
株式会社

和歌山製油所

その他

携帯電話

救急隊

消防団無線

- 31 -

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                               (令和3年12月31日現在)

　活動波 1

防災機関

市　　民

N e t 1 1 9

１．通信系統図

消防団詰所

和歌山県下消防相互応援協定
（各消防本部応援隊）

（統制波1,2,3）

有田市消防本部
（通信指令室）

有田市役所

和歌山県総合防災システム

和歌山県防災ヘリコプター
和歌山県ドクターヘリ

主運用波４（和歌山県）

119回線
 活動波 2

サイレン吹鳴
（防災行政無線放送）

加　入　電　話

（防災相互波）

専用回線

（救急医療データ通信）

救急医療情報
センター

他府県消防



① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○ ５Ｗ 第１装置（活動波１用）

○ ５Ｗ 第２装置（活動波２用）

○ ５Ｗ 第３装置（和歌山県主運用波用）

○ ５Ｗ 第４装置（統制波１用）

○ ５Ｗ 第５装置（統制波２用）

○ ５Ｗ 第６装置（統制波３用）

ありた　 　 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０Ｗ 消防ポンプ自動車「おおわし」

ありた 　　 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０Ｗ 資材搬送車

ありた　 　 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０Ｗ 救急車「さくら」

ありた　 　 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０Ｗ 広報車（モコ）

ありた 　　 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０Ｗ 防火号(ノア)

ありた　 　 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０Ｗ 防災学習車

ありた　 　 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０Ｗ 軽四トラック

ありた　 　 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０Ｗ 化学消防車「白鳥」

ありた　　　9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０Ｗ 広報車（キャラバン）

ありた　   10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０Ｗ 救急車「なでしこ」

ありた　   11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０Ｗ 消防ポンプ自動車「はやぶさ」

ありた  　 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０Ｗ 大型化学消防車「明神」

ありた　   13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０Ｗ 大型高所放水車「天神」

ありた  　 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０Ｗ 泡原液搬送車「水神」

ありた　   16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０Ｗ 救助工作車（Ⅱ型）「雷神」

ありた　   17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０Ｗ 軽四積載車

ありた  　 18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０Ｗ 軽四広報車

ありた  　 19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０Ｗ 救急車「あじさい」

ありた　　 21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２Ｗ 携帯型

ありた　　 22 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２Ｗ 携帯型

ありた　　 23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２Ｗ 携帯型

ありた　　 24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２Ｗ 携帯型

ありた　　 25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２Ｗ 携帯型

ありた　　 26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２Ｗ 携帯型

ありた　　 27 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２Ｗ 携帯型

ありた　　 28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２Ｗ 携帯型

ありた　　 51

ありた　　 52

ありた　　 53

ありた　　101 

～

ありた　　115

出力

携帯型

携帯型５Ｗ

１Ｗ
陸
　
上

移
動
局

活動波　１・２

県内共通波

防災相互波

防災相互波

備　　　　　　　考

基地局 ありたしょうぼう

陸
　
　
　
上
　
　
　
移
　
　
　
動
　
　
　
局

陸
　
上

移
動
局

２．消防無線局状況
                                                                                            (令和3年12月31日現在)

種別 呼出名称
実装周波数
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ﾒｰｶｰ名 級別

消防ポンプ自動車
「おおわし」

日野BDG-XZU378M Ｈ20. 2 13. 10 ﾓﾘﾀ A-2 ｱﾘﾀ1 CD-Ⅰ型

化学消防車
「白鳥」

三菱KK‐FK61HE Ｈ15. 3 18. 9 ﾓﾘﾀ A-2 ｱﾘﾀ8
泡原液　300㍑
水 槽　1000㍑

高規格救急車
「なでしこ」

ﾄﾖﾀCBF-TRH226S Ｈ29．2 4.10 ｱﾘﾀ10 定員７人

軽四積載車 ｽﾊﾞﾙLE-TT2  Ｈ20. 3 13. 9 ｱﾘﾀ17 4WD

軽四広報車
（モコ）

ﾆｯｻﾝDBA-MG22S Ｈ22. 3 11. 9 ｱﾘﾀ4 定員４人

防災学習車 ﾄﾖﾀCBF-TRH226K H31.1 2.11 ｱﾘﾀ6 定員６人

防火号（ノア） ﾄﾖﾀDBA-AZR60G改 Ｈ18. 1 15.11 ｱﾘﾀ5 定員８人

軽四広報車 三菱GBD‐U61V改 Ｈ18. 1 15.11 ｱﾘﾀ18 定員４人

小型動力ポンプ ﾄｰﾊﾂ2WT25E Ｈ20. 3 13.10 ﾄｰﾊﾂ B-3 軽四積載車積載

消防ポンプ自動車
「はやぶさ」

ﾄﾖﾀKC-BU172 Ｈ 8.10  25. 2 ﾓﾘﾀ A-2 ｱﾘﾀ11 CD-Ⅰ型

高規格救急車
「さくら」

ﾄﾖﾀCBF-TRH226S  Ｈ24. 2 9.10 ｱﾘﾀ3 定員７人

高規格救急車
「あじさい」

ﾄﾖﾀCBF-TRH226S Ｈ19. 2 14.10 ｱﾘﾀ19 定員８人

大型高所放水車
「天神」

日野2PG‐FH1AGA改 Ｈ30. 3 3. 9 ﾓﾘﾀ A-1 ｱﾘﾀ13
放水量3000㍑/分
25ﾒｰﾄﾙ級ﾊｼｺﾞ

大型化学消防車
「明神」

ﾆｯｻﾝKL-CK53XLH改 Ｈ14. 1 19.11 ﾓﾘﾀ A-1 ｱﾘﾀ12
放水量3100㍑/分
泡原液槽2000㍑

泡原液搬送車
「水神」

ﾆｯｻﾝKL-PK252LZ改 Ｈ14. 1 19.11 ﾓﾘﾀ ｱﾘﾀ14 泡原液槽4000㍑

救助工作車(Ⅱ型)
「雷神」

ｲｽｽﾞKK-FRR33D4V Ｈ16. 1 17.11 ｱﾘﾀ16 Ⅱ型

資材搬送車 三菱2PG-FEB80 R 2. 2 1.10 ｱﾘﾀ2 ﾕﾆｯｸ付（2.9ﾄﾝ）

広報車
（キャラバン）

ﾆｯｻﾝCBF-CSGE25 Ｈ23. 2 10.10 ｱﾘﾀ9 定員９人

軽四トラック 三菱GBD-U62T Ｈ24. 1 9.11 ｱﾘﾀ7 定員２人

小型動力ポンプ ﾄｰﾊﾂVF53AS Ｈ31. 2 3. 2 ﾄｰﾊﾂ B-3
原液搬送車
積載

３．消防車両等

車両名等 シャーシ形式等 登録年月 経過年月

本
　
　
　
　
　
部
　
　
　
（
署
）

ポンプ

(令和3年12月31日現在)

無線
呼称

備　考
配
置
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(令和3年12月31日現在)

水利別
消火栓 防火水槽 プール その他 計

地区別

箕　島 117 7

初　島 164 11

港 128 6 1

177

135

2

2

1273

宮　崎 170 8 2

宮　原 183 18 2

8 1糸　我 93

計 1,106 73 13

4．消防水利の現況

1,192

180

268保　田

203

（１）　現有消防水利

102

251 15

消火栓

92.8%

防火水槽

6.1%

プール

1.1%
その他

0.0%

現有消防水利
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配管
50 75 100 125 150 200

(令和3年12月31日現在)

250 300以上 計
地区別

初　島 2 26 95 25 16

港 5 17 78 24 4

箕　島 1 12 37 1 27 14 1 24

宮　崎 2 35 58 29 23 22 1

保　田 1 90 101 22 4 2

7

糸　我 2 59 21

計 18 309 473

宮　原 5

25 1,106

183

93

9

（２）　公設消火栓の配管別数量表

66 69

70 83

31

9

164

128

1 145

117

170

251

11

50㍉

1.6% 75㍉

27.9%

100㍉

42.8%125㍉

0.1%

150㍉

13.1%

200㍉

6.0%

250㍉

2.3%

300㍉～

6%

配管別数量表
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（一般用救助器具）

かぎ付はしご 1

三連はしご 2

金属製折りたたみはしご又はワイヤはしご 1

空気式救助マット 1

救命索発射銃 1

サバイバースリング又は救助用縛帯 13

平担架 1

ハーフスケットストレッチャー 1

（重量物排除用器具）

カナテコバール 1

ジャッキ 1

可搬ウィンチ 2

マンホール救助器具 1

マット型空気ジャッキ 1

スプレッダー 1

（切断用器具）

エンジンカッター 1

酸素切断機 1

チェーンソー 1

鉄線カッター 7

空気鋸 1

カッター 1

レシプロソー 1

（破壊用器具）

万能斧 7

携帯用コンクリート破壊器具 2

ハンマー 2

ハンマドリル 1

（検知・測定用器具）

複合型ガス検知器 3

有毒ガス測定器 1

熱画像直視装置 1

（呼吸保護用器具）

空気呼吸器 15

簡易呼吸器 3

防塵マスク 36

送排風機 2

（隊員保護用器具）

耐電手袋 6

耐電衣 2

耐電ズボン 2

耐電長靴 2

５．消防用資器材の現況
                                                                                 (令和3年12月31日現在)

資　　器　　材　　名 所持数

救
　
　
　
　
　
　
　
助
　
　
　
　
　
　
　
器
　
　
　
　
　
　
　
具
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（隊員保護用器具）

防毒マスク 5

耐熱服 6

防塵メガネ 36

チェーンソー保護具 2

（水難救助用器具）

潜水器具 5

救命胴衣 16

救命浮環 2

浮標 1

救命ボート 1

船外機 1
（山岳救助用器具）
バスケット型担架 1
バスケットストレッチャー（タイタン） 1
（その他の救助用器具）
投光器 6
携帯投光器 11
携帯拡声器 6
携帯無線機 10
応急処置用セット 3
緩降機 1
発電機 4

多管式噴霧放水砲1,100㍑/分 ※4
可搬式泡放水砲3,000㍑/分 ※2

　　　　　　　　　　　※はＥＮＥＯＳ(株）和歌山製油所に配備

エアーテント 2
空気圧縮機（コンプレッサー） 1
煙体験セット 1

所持数資　　器　　材　　名

救
　
　
　
助
　
　
　
器
　
　
　
具

資　　器　　材　　名

資　　器　　材　　名

そ
の
他

所持数

コ
ン
ビ

ナ
ー

ト

用
放
水

器
具

所持数
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防火対象物数及び防火管理者選任状況

中高層建築物用途別棟数

各種申請届出事務処理状況

建築同意処理状況４． 41

１． 38

２． 39

３． 40



6

0

25

延長５０ｍ以上のアーケード

風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律その
他これに類するものとして総務省令で定めるもの

73前各項に該当しない事業所

223

イ

ロ

自動車車庫・駐車場

18

34

12

32

2444

11

6

18

総務省令で定める舟車

⑲

⑬
ロ 飛行機又は回転翼航空機の格納庫

0

⑯の3

重要文化財・重要民族資料

建築物の地階で連続して地下道に面して設けられた
ものと当該地下道とを合わせたもの

市町村長の指定する山林

⑱

保育所・老人デイサービス等

21

32

10

映画スタジオ・テレビスタジオ

0

待合・料理店

3

10

3

9

15

34

7

25

0

2

211

⑰ 0

2171021

3

合　　　　　　　　　　　　計

⑳

イ 25

⑯の2 地下街

ロ 12上記以外の複合用途のもの

特定部分を含む複合用途防火対象物

25

10

7

0

27

2

⑮

倉庫

43

206⑭

⑯

⑫
イ

イ

⑪

工場・作業場

42

⑩

ロ
⑨

ロ

公衆浴場のうち蒸気浴場・熱気浴場等

公衆浴場のうち（ｲ）以外のもの

車両の停車場・船舶・航空機の発着場

神社・寺院・教会の類 16

イ

小学校・中学校・高等学校・大学・各種学校

図書館・博物館・美術館の類

病院・診療所・助産所

老人短期入所施設・養護老人ホーム等

3

12

旅館・ホテル・宿泊所

④

⑥

⑧

⑦

⑤
寄宿舎・下宿・共同住宅

イ

ロ

百貨店・マーケット・その他の物品販売業を営む

店舗又は展示場

防　　火　　対　　象　　物　　の　　区　　分
防火対

象物数 者必要数

①

③

防火管理

イ

１．防火対象物数及び防火管理者選任状況

2

ロ

うち防火管理

者選任届出済

2

25

9

劇場・映画館・観覧場

公会堂・集会場

キャバレー・カフェー・ナイトクラブ類

遊技場・ダンスホール

飲食店

2

25

17

11

②

ニ カラオケボックス等（個室）

イ

ロ

208

12

ハ

（令和　3年　12月　31日　現在）

3

ロ

ハ

イ

ニ 幼稚園・特別支援学校 3
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養護施設 1

用途別

ロ

　７項

イ

イ

イ

　１項

　３項

　４項

ロ

旅館

共同住宅

飲食店

物販店

劇場

集会場

1

1

18

１４項

１５項

ハ

イ

ロ

１２項

　５項

ロ　６項

2

デイサービス

学校

工場

その他

5

11

倉庫

合　　　　　　計

イ 12

5ロ

特定

非特定
１６項

1108 23 16 1

1

4 2

13

18

15 5

1

17

5 3

3 2

0

階数

1

1

3 2

0

病院

1

1 1

８階 合　計

1

７階６階

（令和　3年　１２月　３１日　現在）

3

1

２．中高層建築物用途別棟数

３階

1

４階 ５階

1

6

26

5

18

21

1

149

14

25

20

7

1

1

３階

72.5%４階

15.4%

５階

10.7%

６階

0.7%
７階

0.7%

中高層建築物用途別棟数
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合　　　　　　　　　　　　　　　　　計 610

高 圧 ガ ス 保 安 法 関 係 申 請 ・ 届 出 14

液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律関係 申請・届出 18

（令和　3年中）

３．各種申請届出事務処理状況

消　防　用　設　備　設　置　届

消　防　用　設　備　着　工　届 15

33

防　火　対　象　物　使　用　開　始　届 7

受 付 件 数申　　　請　　　届　　　出　　　の　　　区　　　分

消　防　計　画　の　届　出 45

37

少　量　危　険　物　貯　蔵　取　扱（廃止・変更）　届　出 16

消　防　用　設　備　等　点　検　結　果　報　告　 343

防　火　・　防　災　管　理　者　選　任（解　任）届

防　火　対　象　物　点　検　結　果　報　告　 28

煙　火　の　打　ち　上　げ　・　仕　掛　の　届　出 0

炉 ・ か ま ど ・ ボ イ ラ ー ・ 乾 燥 設 備 の 設 置 届 3

圧縮アセチレンガス・液化石油ガスの貯蔵又は取扱の開始（廃止）届出 4

火 薬 類 取 締 法 関 係 申 請 ・ 届 出 0

裸　火　使　用　届　出 0

ネ　オ　ン　管　灯　設　備　設　置　届　出 0

露　店　等　の　開　設　届　出 8

給 湯 湯 沸 設 備 ・ サ ウ ナ 設 備 の 届 出 0

指　定　可　燃　物　貯　蔵　取　扱　届　出 0

火災とまぎらわしい煙又は火災の発生する恐れのある行為の届出 22

罹　災　証　明　申　請 1

発電設備・変電設備・蓄電池設備設置届出 16

水　素　ガ　ス　を　充　填　す　る　気　球　の　届　出 0
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（令和　3年中）

内訳

申 請

4

4確 認

2

58

２
月

18

21

3

６
月

７
月

1 21

12
月

7

５
月

4

1

1

4 7

９
月

3

4

８
月

4 5計 70 4 1 44 3 3 2

計 画 通 知

許 可 申 請

４．建築同意処理状況

10
月

月別

新築

区分

増築

改築

その他

3 2

合
計

58

52

１
月

３
月

４
月

3 3 2

51 4

11
月

4 5

2
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製造所等の指定数量別状況表

製造所等の類別状況表

容量別屋外タンク貯蔵所の数量表

44

45

43

１．

２．

３．

４．

42製造所等の許可、完成検査、廃止届及び休止届等の状況表



１．製造所等の許可、完成検査、廃止届及び休止届等の状況表

使 　用 　再 　開　 届 3   3  3

4  廃        止        届 7   

　
完
　
成
　
検
　
査

設　　　　　　　　置 5   

4  

変　　　　　　　　更 136 6

1

119 43

他許可行政庁から転入 5   

71 変　　　　　　　　更

4

51 80 73 1

1  

　
　
　
屋
　
外
　
貯
　
蔵
　
所

　
　
　
小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
給
　
油
　
取
　
扱
　
所

（令和3年1月1日～令和3年12月31日）

貯　　　　　　蔵　　　　　　所 取　扱　所
　
　
　
製
　
　
　
　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
　
　
　
所

　
　
　
小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
屋
　
内
　
貯
　
蔵
　
所

　
　
　
一
　
般
　
取
　
扱
　
所

製造所等の別

区　　　分

　
　
　
　
　
　
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
移
　
動
　
タ
　
ン
　
ク
　
貯
　
蔵
　
所

　
　
　
屋
　
外
　
タ
　
ン
　
ク
　
貯
　
蔵
　
所

　
　
　
屋
　
内
　
タ
　
ン
　
ク
　
貯
　
蔵
　
所

　
　
　
地
　
下
　
タ
　
ン
　
ク
　
貯
　
蔵
　
所

　
　
　
簡
　
易
　
タ
　
ン
　
ク
　
貯
　
蔵
　
所

　
　
　
許
　
　
　
　
可

設　　　　　　　　置 5   

常

置

場

所

の

変

更

他 許 可 行 政
庁 に 転 出

3   

他 許 可 行 政
庁 か ら 転 入

5   

3

3  3

5  2

1  

5  

4

5

1 4  

69 1

5  

1 5  2 3

5

4 3  

2使　 用 　休 　止 　届 3   2  

3

11  
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２．製造所等の指定数量別状況表

（令和　３年　１２月　３１日　現在）

　
　
　
　
　
　
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
製
　
　
　
　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
　
　
　
所

貯　　　　　　蔵　　　　　　所 取　扱　所

　
　
　
小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
屋
　
内
　
貯
　
蔵
　
所

　
　
　
屋
　
外
　
タ
　
ン
　
ク
　
貯
　
蔵
　
所

　
　
　
屋
　
内
　
タ
　
ン
　
ク
　
貯
　
蔵
　
所

　
　
　
小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
給
　
油
　
取
　
扱
　
所

　
　
　
一
　
般
　
取
　
扱
　
所

製造所等の別

区　　　分

　
　
　
地
　
下
　
タ
　
ン
　
ク
　
貯
　
蔵
　
所

　
　
　
簡
　
易
　
タ
　
ン
　
ク
　
貯
　
蔵
　
所

　
　
　
移
　
動
　
タ
　
ン
　
ク
　
貯
　
蔵
　
所

　
　
　
屋
　
外
　
貯
　
蔵
　
所

 施設数 555 33 471 10 328 0 105

6 5 1 11 14

4 18

 ５倍以下 43 37 2 4

25 26

6

4 1 3

6 51

3 4 ５倍を超え１０倍以下 25 21 4

1 63 1 8

3 7

 １０倍を超え５０倍以下 97 1 79 10 76 17

52 ５０倍を超え１００倍以下 110 2 103 70

 １００倍を超え１５０倍以下 24 19 11

3 2

5

31

8

1 24 1

5

23 3

8 67 67

 １５０倍を超え２００倍以下 28

2 4

2 1

6 ２００倍を超え１，０００倍以下 81

5 １，０００倍を超え５，０００倍以下 36 6 25 25 5

 ５，０００倍を超え１０，０００倍
25 5 20

 以下
20

76 １０，０００倍を超えるもの 86 10 76
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３．製造所等の類別状況表

区　　　分

(令和　３年　１２月　３１日　現在）

       

1      

10  

       

             

327 4   545  

       

50    

      

465  9 18  

第　　　５　　　類

第　　　６　　　類

混　　　　　　　　在

　
　
　
　
　
単
　
　
　
　
　
　
独

第　　　１　　　類

第　　　３　　　類

第　　　４　　　類

第　　　２　　　類

3      

      

      

1    1   

       

       

       

13    

       

1   

2   

30  101 6   

9   

25  

1   

1   

25  

　
　
屋
　
内
　
貯
　
蔵
　
所

　
　
屋
　
外
　
タ
　
ン
　
ク
　
貯
　
蔵
　
所

　
　
屋
　
内
　
タ
　
ン
　
ク
　
貯
　
蔵
　
所

取　　扱　　所

　
　
　
小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
一
　
般
　
取
　
扱
　
所

　
　
屋
　
外
　
貯
　
蔵
　
所

　
　
　
小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
移
　
動
　
タ
　
ン
　
ク
　
貯
　
蔵
　
所

1      

27  

　
　
地
　
下
　
タ
　
ン
　
ク
　
貯
　
蔵
　
所

製造所等の別

合　   　　　　　 計

　
　
給
　
油
　
取
　
扱
　
所

　
　
簡
　
易
　
タ
　
ン
　
ク
　
貯
　
蔵
　
所

　
　
　
　
　
　
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
製
　
　
　
　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
　
　
　
所

25  561  33  476 10  328 4   

貯　　　　　　　蔵　　　　　　　所

　
　
　
　
　
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別

18       110 6   52    

1   
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第
　
２
　
類

第
　
３
　
類

第
　
５
　
類

1

7

4

4

19

12

1

48

109

30

46

44

327

2

1

1

1

7

328

4

2

4

1

１１０，０００以上～１２０，０００未満

１２０，０００以上

合　　　　　　　　　　　　計

48

109

30

47

44

19

12

５０，０００以上～６０，０００未満

６０，０００以上～７０，０００未満

７０，０００以上～８０，０００未満

８０，０００以上～９０，０００未満

９０，０００以上～１００，０００未満

１００，０００以上～１１０，０００未満

１，０００以上～５，０００未満

５，０００以上～１０，０００未満

１０，０００以上～２０，０００未満

２０，０００以上～３０，０００未満

３０，０００以上～４０，０００未満

４０，０００以上～５０，０００未満

１００未満

類別等

容量別

単位：ＫＬ

１００以上～５００未満

５００以上～１，０００未満

４．容量別屋外タンク貯蔵所の数量表

合
　
　
　
計

第
　
１
　
類

第
　
６
　
類

第
　
４
　
類

（令和　３年　１２月　３１日　現在）
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過去の主な火災

過去５年間の火災統計

火災発生状況

地域別出火件数と損害額

月別火災発生状況

曜日別火災発生状況

出火時間別火災状況

風速別火災状況及び損害額

湿度別火災状況及び損害額

覚知別出動状況

出火原因別件数

１． 46

３． 47

２． 47

１１． 50

８． 49

９． 50

１０．

４．

50

６． 48

７． 49

47

５． 48



日 初　島 危険物 800 112,000平成 29 年 1 月 22

建　物 554 44,066 3

注　１.死者の発生した火災　　　　　　　　　　２.焼損面積50а以上の林野火災

初　島

　　３.焼損面積500㎡以上の建物火災　　　　　 ４.損害額50,000千円以上の火災

令和 2 年 6 月 24 日

日 初　島 危険物 39,000平成 29 年 1 月 18

　　５.社会的影響の大きい火災

1

建　物 82 3,674

建　物 0 0

平成 24 年 4

15 日 宮　原

1月 16 日 宮　崎

平成 19 年 6 月

日 糸  我 1建　物 100平成 25 年 12 月 4

日 宮　崎 2 1建　物 105 2,951平成 15 年 1 月 7

2 1建　物 197 29,821

　 1

平成 14 年 9 月 12 日 保　田

日 宮　原 車　両 　 75平成 14 年 3 月 2

1 1建　物 29 2,785

（а）（㎡）

平成 13 年 10 月 24 日 宮　崎

世帯数

１．過去の主な火災

死者数罹  災地　域 損 害 額種　別

（千円）

建　物 762日 港昭和 53 年 9 月 8 25,100

昭和 54 年 2 月 20

林　野

日 保　田

日 港

林　野

昭和 54 年 3 月 13 700 0

126 50

昭和 54 年 11 月 8

建　物 41

日 港

日 宮　崎

建　物 1

昭和 54 年 12 月 9 1,350

1

1 1

2

昭和 56 年 5 月 10

建　物 410

日 港

日 港

林　野

昭和 56 年 7 月 16 75,000

200 0

昭和 57 年 3 月 28

建　物 1

日 宮　原

日 宮　原

林　野

昭和 58 年 5 月 11 0 1

67 0

昭和 60 年 2 月 2

建　物 55

日 糸　我

日 保　田

その他 1

昭和 61 年 4 月 28 3,143

1

1 1

0

日

昭和 63 年 4 月 10

2

日 宮　崎

平成 元 年 4 月 18

1

保　田

林　野

554 24,640

198 567

建　物6 年 2 月 14 日 保　田

建　物

2爆　発 0

11,195

111,638

21

68

10 年 2 月

1

9 年 3 月 22

0

日 保　田

13 日

箕　島日 建　物18

日 箕　島

その他

建　物

0

0

1,927

宮　崎

58,278

1

10 年 8 月 17 4

平成 10 年 8 月 22 日 保　田

日 宮　崎

建　物 3,678 157,952

林　野 500 0平成 11 年 2 月 21

1

平成 11 年 11 月 1 日 宮　崎 1 1建　物 3 650

年月日

発　生 焼 損 面 積

平成

平成

平成

7 年 11 月

平成

平成

月 14 日 宮　原平成 12 年 3 1 1建　物 1 250

月 10 日 保　田平成 16 年 1 建　物 637 114,028

2 日 保　田平成 19 年 3 11,976

月 2 日 初　島

建　物 63月

平成 18 年 2 1建　物 5

月 28 日 宮　原平成 25 年 11

（昭和　５３年　９月　８日　以降）

1 1建　物 86 2,320
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４．地域別出火件数と損害額

11 25 2 3,914令和　　３年 6 2 1 3 2

500

0

500

2,248

3,414   

70

1,096

1 67,45155 3 0 2 7 692.48

そ
　
の
　
他

罹 災 世 帯 数

　(　)は人数

70

3,344

件　数
　　　　　区分

令和　　２年

（㎡）

林野

（а）

林
　
　
野

建
　
　
物

建　物 罹　災

世帯数
（千　円）

損　　害　　額

傷死

種別

焼　損　面　積

（㎡）

損　害　額

（千　円）

2,500

2(6)2

合　　　計 6 2(6)2,633.80 3,914 2

そ　の　他 122.8 5003

車　　　両

建　　　物

林　　　野

2

1

11.00

平成　２９年 6

172.9

61

令和　　元年

２．過去５年間の火災統計

死傷者

件　　　　　　数 損　　　　害　　　　額（千円）

（令和　３年中）

発生年別

車　両

その他

３．火災発生状況

焼
損
棟
数

区　分 焼　損　面　積

宮　原

合
　
　
　
計

車
　
　
　
両

合
　
　
　
計

そ
　
の
　
他

区分

合
　
　
計

件    数

糸　我

合　計

地域別

港

箕　島

宮　崎

保　田

初　島

林
　
　
　
野

1

車
　
　
　
両

林
　
　
　
野

建
　
　
　
物

建
　
　
　
物

1

1

1

1

2 1 3

1

1

1

1

3,914        

500          

2,318        

6 70

1

2

1 182,658

1,096        

（令和　３年中）

焼 損 棟 数

1 13,7500 1 1平成　３０年 2 1 1

25 11 1 4 1

1,2981 1 0 1 22.51 0
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3

合　計

3

件　数 1 2 2 0 1 0

日 月 火 水 木 金 土

6

曜　日

６．曜日別火災発生状況
（令和　3年中）

※焼損程度については、火元建物の損害状況です。

13,344 1 25 70 500 
合
計

2 2 11

12

11

10

8

9

7

6 11 500

5

4 1 25 70

調査中13

12 1 1 10 2,248

0 211 1 1 1 1,096

月 面　積 面　積
全
　
焼

半
　
焼

損害額 件
　
数

焼　損 損害額

（千円） （а） （千円）

部
分
焼

損害額

（千円）

ぼ
　
や

件
　
数

損害額 件
　
数（千円）

件
　
数

棟
　
数

焼　損

（㎡）

５．月別火災発生状況

建　　物 林　 野 車  両 焼 損 程 度
死傷

者数

（令和　3年中）

そ の 他
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70

              

3,914       3 2511.00

2,248       

1,596       

70           

車　両

500

70

1,096

500

25

1

0

0

0

0

2,2482

0

0

0

0

2

1

1

1

1

1

14～16

1

1

２～４

４～６

６～８

８～10

10～12

12～14

建物 林野 車両 その他

損　　害　　額

０～２

焼　損　面　積

建　物

（㎡）

林　野

（a）
時間別

種　　　別

計

区分

（千円）

1.00

10.0

16～18

18～20

20～22

22～24

（a）

0

11.002 1 3 6 3,914

焼　損　面　積

林　野

2,248

9

10以上

合　　計

4

5

6

7

8

1

2

3

（㎡）

1

1

1 2

1

12

1.00

10.00

1,096

25

70 5003,344      

その他

25

８．風速別火災状況及び損害額

合　　計

建　物林野
車両

風速(ｍ)

項目
件　　　　数

建　物
建物

（令和　3年中）

７．出火時間別火災状況

（令和　3年中）

損　　　　害　　　　額　（千円）

計
その他

林　野
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2

 
電
気
器
具

 
電
気
配
線

１１．出火原因別件数

63

 
ス
ト
ー
ブ

 
火
 
遊
 
び

1

 
過
 
 
 
熱

4

覚知方法

　
区
　
　
　
分

 
放
 
 
 
火

 
た
 
き
 
火

 
放
火
の
疑
い

　
た
ば
こ
の
火

９．湿度別火災状況及び損害額

項目
件　　　　数 焼　損　面　積 損　 　害　 　額　　 （千円）

件　　数

専用電話

2

かけつけ

 
ゴ
ミ
の
焼
却

件　数

林　野
車　両

 
石
油
・
ガ
ス

 
溶
接
の
火
花

 
そ
 
の
 
他

1

１０．覚知別出動状況

事後聞知

90以上

計
その他

加入電話 その他

（㎡）

 
合
 
 
 
計

 
不
 
 
 
明

（a）
建　物

1,096

建　物 林　野

10未満

10～19

湿度(％) その他
建物 林野

車両

20～29

40～49

30～39

70～79

10.00 70

50～59

60～69 1 1 25 2,248

2

80～89 1 1

3,344

1,596

11.00

（令和　3年中）

　（令和　3年中）

70合　　計 2 1 3 3,91425

合　計

2,318

6

 
天
ぷ
ら
鍋
の

（令和　3年中）

500

500

携帯電話
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月別救急状況表

救急出動件数の推移

地区別出動件数

事故種別出動件数

現場到着所要時間

搬送者の収容所要時間

事故種別傷病程度

年齢区分別傷病程度

覚知別

搬送患者住居地状況

管内・外搬送人員状況

管内医療機関別搬送人員状況

転送件数及び転送理由

ドクターヘリ要請件数

救急出動への警防隊支援出動件数　　　　　　　　　　　　　　　　　

年別救急講習回数及び参加人数

救助活動状況

救助人員・出動人員

１． 51

２．

５． 53

６． 53

52

３． 52

１8． 59

１4． 57

１7．

７． 54

８． 54

１3．

９． 54

１０． 55

１１． 55

59

１5． 57

53４．

１6． 58

56

56

１2．



3 6

5 8 806 176

1 1 85 14 4 189

1 2 84 14 4 203

15

1 22 2 1

66

16

7 3 1 17

1

1

1 8 3 1 18

14 18

18

20 2

20 563

5 4

19

1

23

7 7417

17 1 75

78 9

7 2 1 11 74

7 2 1 12

56 18

6 14

64 4

5 15

9 15

54 11

9 15

6 2 16

6717 1 15

7 2 19 1 54 11

4

急
　
　
病

そ
の
他

5 1 1 14

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
　
　
害

火
　
　
災

自
然
災
害

水
　
　
難

交
　
　
通

2 64 11

5 1 1 12

自
損
行
為

2

5 2

１．月別救急状況表

1303

事故種別

月別

合
　
　
計

97

98

87

出動件数

１
月

２
月

出動件数

搬送人員

出動件数

搬送人員

搬送人員

出動件数

９
月

３
月

４
月

５
月

搬送人員

出動件数

出動件数

搬送人員

10

搬送人員

出動件数

搬送人員

出動件数

６
月

７
月

８
月

出動件数

出動件数

月

11

月

12

合
計 搬送人員

月

出動件数

搬送人員

搬送人員

出動件数

搬送人員

102

109

89

108

103

110

104

96

104

94

4

搬送人員

109

102

搬送人員

出動件数 65 7

94

87 53 14

92

7

123

120 22

7

6 4

136

131 84 14

13 87

61

63

1656

16

124

117 63

1 24 2 1

1233 0 774 156

18

1 1 8 20

9

12 71 12

7 2

0

57

1 1 8

11

1

10 67

18 71 15
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176

32

8

　合　　　計 1303 0

19

174　宮原地区

　保田地区

2

２．救急出動件数の推移

12

1

4

52

49

110152

7

1

32

12

156

3 115

24

22

2

40 1

2 1 151 44

6 19 64 2

156

92

240

労
働
災
害

　初島地区

　港　地区

　箕島地区

　宮崎地区 348 3

14 4

　糸我地区 58

火
　
　
災

自
然
災
害

227

1

1

1

28

合
 
 
計

2 6 3

運
動
競
技

急
　
　
病

３．地区別出動件数

一
般
負
傷

水
　
　
難

交
　
　
通

そ

の

他

8

事故種別

地区別

　その他
（応援要請等）

8

加
　
　
害

116

自
損
行
為

2 3 1

1 2 84 14 4 203 5 806

1423

1324
1354

1467

1411 1396

1598 1577

1457

1287

1303

800

900

1000

1100

1200

1300

1400

1500

1600

1700

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3

（件）

（年）
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計

0

0

20分未満

上記以外

0

0

交    通

一般負傷

未満

0 11

1

241

30分以上

881150

51

60分以上 120分

覚知から医療機関収容までの所要時間

10分 10分以上 20分以上 計

計
（件）

事故種別

急    病

時　間

６．搬送者の収容所要時間　　平均４７分２５秒

一般負傷

上記以外

48

16

16

４．事故種別出動件数

５．現場到着所要時間　　平均７分３３秒

事故種別

時　間

５分以上
以　上

覚知から現場到着までの所要時間

３　分
未　満

20　分
５分未満

10分以上

4

10分未満 20分未満

161

３分以上

578急    病

計

交    通 0

21

8

2

11

57

141

52

10

9

79 105

3

2

10

1

806

84

210

1303

203

118

17

308

46

19

30分未満 60分未満 120分未満

442 226

185

142

154

765

10 0

1 1233

（人）

774

85

以上

189

1

0

01

4

17

94

14

24

急病

806件

62.0%

一般負傷

203件

15.4%

交通

84件

6.5%

以外

210件

16.1%
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９．覚知別

自
損
行
為

計

109

18

156

85

299

加
　
　
害

4 30

158

478

1233

567

８．年齢区分別傷病程度

計

3 7746

291

1

2

1

1

9

14

59

99

189

4

4

9

70

851 1

軽　　　症 1

中　等　症

0

重　　　症

運
動
競
技

一
般
負
傷

4

火
　
　
災

自
然
災
害

労
働
災
害

1

計

25

急
　
　
病

6

365

７. 事故種別傷病程度

死　　　亡

水
　
　
難

交
　
　
通

そ
の
他

31

1

1

34

32

1

軽　　　症 37

6

23

208

1

1

乳
幼
児

少
　
年

成
　
人

388

死　　　亡

重　　　症

中　等　症

834

85

322 1233

  傷病程度

42

4

高
齢
者

計
       年齢区分

       事故種別

30

158

478

567

23

134

289

 傷病程度

新
生
児

１１９（固定）

454件

35%

１１９（携帯）

520件

40%

加入電話

304件

23.2%

警察直通

11件

0.8%

駆付け

12件

0.9%

その他

2件

0.1%
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11．管内・外搬送人員状況

3

計

55

569

89

92

87

8

9

月

11712 月

月

月

月

月

131

月 4

87

97

104

1

2

男
計

45

男 女

月

月

月

10．搬送患者住居地状況

地区別

月別 男女別

管　　内 管　　外

女

有　田　市　（管内）

4

5

11

月

月

10

6

7

34

海南・海草郡（管外）

計

48

60

48

和 歌 山 市 （管外）

御坊・日高郡（管外）

そ　の　他　（管外）

有　田　郡　（管外）

7

47

4

9

8

536

47

45

531

46 39

48

55

42

51

42

33

43

44

120

41

7

3

5

4

2

64

102

2

7

5

9

9

2

103

1041

49 7

53

6370 1233

11

6

105

171

649

搬送人員

321

割合

26.0%

13.9%

8.5%

0.2%

100%1233

2

27

607 49.2%

2.2%
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九鬼クリニック
耳鼻咽喉科

1

理由

0 1 0計

急　　　　 病

交　　　 　通

一　般　負　傷

そ　 の 　他

12.管内医療機関別搬送人員状況

医

師

不

在

手

術

中

入

院

施

設

な

し

ベ

ッ

ド

満

床

専

門

外

そ

の

他

計

処

置

困

難

搬　送　人　員

2

事 故 種 別

理

由

不

明

0

1 1

0

0

0 20 1 00

　桜ヶ丘病院

土屋クリニック

計

医　療　機　関　名

　有田市立病院

搬　送　人　員

277

38

1

医　療　機　関　名

栗原整形外科

中村内科医院

13.転送件数及び転送理由

321

1

2 1

なかもと整形外科
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224 167 159

15.救急出動への警防隊支援出動件数

計 189 175

104

他(転院等) 6 4 8 5 5

3 8

急　　病 131 119 159 117

2

自損行為 3 7 4

加　　害 1 1

一般負傷 14 13 9 18 16

運動競技 1

労働災害 4 2 4 3 6

1 1

交通事故 29 39 18 19

自然災害

R２ R３

火　　災 1

H２９ H３０ R元

水　　難

29

1

計 35 24 54 28 41

20 31

他(転院等) 5 2 5 2

2

急　　病 23 20 36

自損行為

加　　害

一般負傷 1 5 2 3

3 1 3

運動競技 1

労働災害 4 1

交通事故 3 4 2 1

水　　難

自然災害

火　　災

※ この統計は、救急隊のみでは現場活動に時間を要する事案や、ドクターヘリ離発
着等の安全管理を要する事案に、警防隊がポンプ車等で現場出動した件数。

14.ドクターヘリ要請件数

H２９ H３０ R元 R２ R３

1

35

24

54

28

41
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10
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50

60

H２９ H３０ R元 R２ R３

189

175

224

167

159
150

160

170

180

190

200

210

220

230

H２９ H３０ R元 R２ R３
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普通救命講習Ⅰ…【３時間】成人に対する心肺蘇生法・ＡＥＤの使用方法・その他の処置を学ぶ講習会

普通救命講習Ⅱ…【４時間】普通救命講習Ⅰの内容に加え、実技・筆記試験が追加された講習会

普通救命講習Ⅲ…【３時間】小児・乳児に対する心肺蘇生法・ＡＥＤの使用方法・その他の処置を学ぶ講習会

上級救命講習　 …【８時間】普通救命講習Ⅱの内容に加え、小児・乳児に対する心肺蘇生法・傷病者管理

　　　　　　　　　　　　法・外傷の手当・搬送法等が追加された講習会

救急講習　        …【３時間未満】上記以外で必要に応じて行なう講習会

計 1280 1432 1539

上級救命講習 7 8 8

救急講習 779 1040

普通救命講習Ⅰ 475 443 473

普通救命講習Ⅱ

18

15

55 56 28 29

1

普通救命講習Ⅲ

平成３０年 令和元年 令和２年

普通救命講習Ⅰ

平成２９年

27 12

1

1

1

1

961

6

令和３年

21 22 20

32 7

468 587

145 385

6 6

16．年別救急講習回数及び参加人数

317 190

令和元年 令和２年 令和３年

救急講習回数

普通救命講習Ⅱ

普通救命講習Ⅲ 19 20

救急講習

計

32

救急講習人員

1 1

上級救命講習 1

平成３０年平成２９年

1

57

28

0

200

400

600

800

1000

1200

H29 H30 R元 R２ R３

救急講習受講人員の推移
普通救命Ⅰ

普通救命Ⅱ

普通救命Ⅲ

上級救命

救急講習

0

5

10

15

20

25

30

35

H29 H30 R元 R２ R３

救急講習回数

普通救命Ⅰ

普通救命Ⅱ

普通救命Ⅲ

上級救命

救急講習
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22 70

18.救助人員・出動人員

3

3

建

物

等

に
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救　助　事　故　種　別

計
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17.救助活動状況
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事
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事
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4

1活　動　件　数
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発

事
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3

ガ
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欠

事
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2
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通
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水

難

事

故

救 助 人 員

出 動 人 員

出 動 車 両 台 数

出 動 件 数

活 動 人 員

合
　
　
計

火 災 以 外 の 救 助 事 故 種 別

4 1212

爆

発

事

故

そ

の

他

2

3

18

9

3

32 19

9 6

20 19

8

7

100

25

31 100
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小
　
計

8

4

3

2
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和歌山県有田市箕島４７番地

有田市消防本部 ・ 有田市消防署

TEL：（０７３７）８３-０１１９

FAX：（０７３７）８２-２５１３

E-mail：【shobo@city.arida.lg.jp】

〒６４９－０３０４

有田みかんマスコット「あり太君」


